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大
正
末
に
お
け
る
石
井
鶴
三
と
中
里
介
山
の
関
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
─
雑
誌
『
婦
人
之
友
』
と
「
小
野
の
小
町
」
挿
絵
を
め
ぐ
っ
て

松　

本　

和　

也　
（
信
州
大
学
人
文
学
部
）

　
　
　
一
、
は
じ
め
に

　

二
〇
一
〇
年
四
月
、
信
州
大
学
に
「
石
井
鶴
三
関
連
資
料
」
三
万
点
超
が
寄

贈
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、
一
一
〇
〇
〇
点
あ
ま
り
の（
主
に
は
石
井
鶴
三
宛
）

書
簡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
１
） （

二
〇
一
二
年
四
月
現
在
）。
当
初
か
ら
予
想
さ
れ
た

通
り
、
こ
れ
ま
で
に
確
認
で
き
た
だ
け
で
も
、
書
簡
群
に
は
石
井
鶴
三
が
挿
絵

0

0

画
家
と
し
て

0

0

0

0

0

関
わ
っ
た
作
家
・
編
集
者
か
ら
の
貴
重
な
書
簡
も
多
く
含
ま
れ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
鶴
三
挿
絵
の
代
表
作
（
の
一
つ
）
で
あ
る
『
大
菩
薩
峠
』

の
著
者
・
中
里
介
山
（
一
九
八
五
～
一
九
四
四
）
か
ら
の
も
の
も
、
す
で
に
四

〇
点
あ
ま
り
確
認
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
な
資
料
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。（
も
ち

ろ
ん
、
特
定
の
固
有
名
ば
か
り
に
注
目
す
る
の
で
は
な
く
、
書
簡
群
、
さ
ら
に

は
資
料
群
総
体
の
語
る
声0

に
耳
を
傾
け
、
そ
れ
ら
を
総
体
と
し
て
意
味
づ
け
て

い
く
こ
と
が
長
期
的
な
資
料
整
理
の
目
標
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。）

　

こ
れ
ま
で
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
石
井
鶴
三
宛
中
里
介
山
書
簡
お
よ
び
関
連
書

簡
は
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
『
大
菩
薩
峠
』
連
載

時
の
挿
絵
に
関
す
る
も
の
、
②
『
大
菩
薩
峠
』
の
挿
絵
複
製
を
め
ぐ
っ
て
両
者

が
対
立
し
た「
挿
絵
事
件
」に
関
す
る
も
の
、
③
そ
の
他
の
も
の
、
で
あ
る
。
前

二
者
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
書
簡
整
理
の
進
展
と
関
連
事
項
の
調
査
が
必
要

で
あ
る
た
め
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
ら
の
前
提

と
も
な
る
、（
③
に
属
す
る
）『
大
菩
薩
峠
』
で
関
わ
る
以
前
の
石
井
鶴
三
と
中
里

介
山
の
関
係
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
た
い
。
具
体
的
に
は
、
挿
絵
画
家
・
石

井
鶴
三
と
小
説
家
・
中
里
介
山
に
よ
る
は
じ
め
て
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
な

っ
た
「
小
野
の
小
町
」
（
２
）
を
と
り
あ
げ
て
、
信
大
蔵
「
石
井
鶴
三
関
連
資
料
」
か

ら
発
見
さ
れ
た
編
集
者
の
石
井
鶴
三
宛
書
簡
（
新
資
料
）
を
紹
介
し
つ
つ
読
み

と
い
て
い
く
こ
と
で
、
両
者
の
関
係
を
舞
台
裏
の
進
行
と
あ
わ
せ
て
明
ら
か

に
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
う
し
た
試
み
は
、
第
一
に
、
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
、『
大

菩
薩
峠
』
や
「
挿
絵
事
件
」
以
前

0

0

に
お
け
る
、
石
井
鶴
三
と
中
里
介
山
の
関
係

を
明
ら
か
に
し
、
そ
こ
か
ら
、
そ
れ
以
後
の
関
係
（
の
も
つ
れ

0

0

0

）
を
考
え
て
い

く
た
め
の
足
場
を
築
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。
第
二
と
し
て
、
こ
れ
も
ほ
と
ん
ど

注
目
を
集
め
て
こ
な
か
っ
た
、
挿
絵
執
筆
の
楽
屋
裏
に
つ
い
て
、
一
つ
の
貴

重
な
サ
ン
プ
ル
・
ケ
ー
ス
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
三
と
し
て
、
前
記

二
点
と
あ
わ
せ
て
、
文
学
者
や
そ
の
作
品
を
中
心
に
構
築
さ
れ
て
き
た
こ
れ

ま
で
の
日
本
近
代
文
学
史
（
研
究
）
を
、
挿
絵
（
画
家
）
や
装
幀
（
家
）、
編

集
（
者
）
な
ど
、
そ
の
重
要
性
に
み
あ
う
照
明
を
当
て
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
領

域
か
ら
、
す
ぐ
れ
て
物
質
的
・
実
証
的
な
報
告
に
よ
り
つ
つ
相
対
化
す
る
端
緒

と
も
な
る
だ
ろ
う
（
３
）
。

　
　
　
　
　

＊

　

挿
絵
画
家
・
石
井
鶴
三
と
小
説
家
・
中
里
介
山
─
─
こ
の
両
者
の
関
係
に
つ

い
て
、
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、『
大
菩
薩
峠
』
に
お
け
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
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シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。『
大
菩
薩
峠
』
は
、
の
べ
二
九
年
の
長

き
に
わ
た
っ
て
書
き
つ
が
れ
て
い
っ
た
中
里
介
山
の
代
表
作
だ
が
、
比
較
的

初
期
の
「
無
明
の
巻
」（『
大
阪
毎
日
新
聞
／
東
京
日
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
二

五
・
一
・
六
～
五
・
一
二
）・「
白
骨
の
巻
」（
同
前
、
一
九
二
五
・
五
・
一
三

～
八
・
二
七
）・「
他
生
の
巻
」（
同
前
、
一
九
二
五
・
八
・
二
八
～
一
二
・
二

九
）・「
流
転
の
巻
」（
同
前
、
一
九
二
六
・
一
・
五
～
五
・
二
〇
）・「
み
ち
り

や
の
巻
」（
同
前
、
一
九
二
六
・
七
・
一
三
～
一
〇
・
二
一
）・「
鈴
慕
の
巻
」（
同

前
、
一
九
二
八
・
五
・
二
二
～
七
・
一
九
）・「O

cean

の
巻
」（
同
前
、
一
九

二
八
・
七
・
二
〇
～
九
・
八
）
の
挿
絵
を
石
井
鶴
三
が
担
当
し
て
い
る
（
４
）
。

　

こ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
挿
絵
画
家
・
石
井
鶴
三
に
と
っ
て

の
代
表
作
の
一
つ
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
挿
絵
（
画
家
／
史
）
全
体
に

と
っ
て
も
エ
ポ
ッ
ク
・
メ
イ
キ
ン
グ
な
仕
事
と
し
て
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
（
５
）
。
こ
こ
で
は
、
文
芸
・
美
術
雑
誌
の
『
東
陽
』
に
お
い
て
「
挿
絵
特
集
」
が

組
ま
れ
た
際
の
座
談
会
か
ら
、
富
澤
有
為
男
の
発
言
を
引
い
て
お
く
。

富
澤　

僕
な
ん
ぞ
の
知
る
所
で
は
、
だ
い
た
い
挿
絵
と
云
ふ
も
の
は
画

壇
か
ら
も
一
般
世
間
か
ら
も
軽
ん
ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
と
し
か
思
へ
な
い
。
そ

れ
が
こ
れ
は
大
菩
薩
峠
の
挿
絵
に
依
つ
て
石
井
さ
ん
の
御
功
績
だ
ら
う

と
思
ふ
が
、
あ
の
頃
か
ら
挿
絵
が
一
本
立
ち
に
な
つ
た
。
そ
れ
以
前
の
事

は
知
ら
な
い
が
、
僕
達
の
知
る
範
囲
で
は
大
菩
薩
の
挿
絵
が
明
か
に
挿

絵
全
体
の
価
格
を
あ
げ
た
（
６
）
。

　

と
こ
ろ
が
、
両
者
は
そ
の
後
、
こ
の
『
大
菩
薩
峠
』
を
め
ぐ
っ
て
、
介
山
が

鶴
三
を
起
訴
す
る
と
こ
ろ
ま
で
い
き
つ
い
て
し
ま
う
。
文
学
史
／
挿
絵
史
／
著

作
権
（
問
題
）
史
上
に
お
い
て
折
々
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
の
「
挿
絵
事
件
」
に

つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
新
聞
記
事
に
よ
っ
て
概
要
が
把
握
で
き
る
だ
ろ
う
。

少
し
長
く
な
る
が
、
全
文
を
引
い
て
お
く
。

　

新
聞
連
載
小
説
の
中
で
、
小
説
と
挿
絵
の
ど
ち
ら
が
上
位
に
立
つ

か
？　

今
で
は
自
動
車
の
両
輪
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
両

者
の
間
に
、
か
つ
て
、
そ
の
地
位
を
め
ぐ
る
一
大
論
争
が
あ
っ
た
。

　

東
京
日
日
新
聞
（
東
日
、
毎
日
新
聞
の
前
身
）
の
学
芸
部
員
だ
っ
た
故
・

高
原
四
郎
さ
ん
の
関
係
者
が
こ
の
ほ
ど
毎
日
新
聞
に
寄
贈
し
た
作
家
、

画
家
ら
の
未
公
開
書
簡
の
中
に
は
、
そ
の
こ
と
を
示
す
資
料
が
含
ま
れ

て
い
た
。

　

差
し
出
し
人
は
、
大
長
編
小
説『
大だ
い
ぼ
さ
つ
と
う
げ

菩
薩
峠
』の
作
者
、
中
里
介
山
。
あ

て
先
は
東
京
日
日
新
聞
社
編
集
局
長
。
日
付
は
昭
和
８
（
１
９
３
３
）
年

５
月
26
日
。
書
簡
の
中
身
は
、
東
日
連
載
中
に
こ
の
小
説
の
挿
絵
を
描
い

た
石
井
鶴
三
が
、『
石
井
鶴
三
挿
絵
集
』
に
こ
の
時
の
挿
絵
を
入
れ
る
こ
と

を
知
っ
た
介
山
が
、「
著
作
権
侵
害
」
な
ど
を
理
由
に
、
出
版
し
な
い
よ
う

東
日
を
通
じ
鶴
三
に
投
げ
た
、
い
わ
ば
け
ん
制
球
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
。

　

介
山
は
「
挿
絵
は
小
説
と
い
う
主
人
公
が
あ
っ
て
生
ま
れ
た
画
で
あ
り
、

作
者
の
創
作
モ
チ
ー
フ
の
分
身
で
あ
る
か
ら
、
自
作
小
説
の
複
製
で
あ

る
」
と
小
説
上
位
説
に
立
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
鶴
三
は
「
小
説
と
の
文

画
協
力
に
成
る
共
著
作
物
と
み
る
べ
き
も
の
」
と
両
者
同
等
の
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
ー
を
主
張
し
た
。

　

最
初
は
、
け
ん
制
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
介
山
だ
が
、
挿
絵
集
が
刊
行

さ
れ
た
う
え
、
他
の
画
家
が
鶴
三
を
援
護
し
た
こ
と
も
手
伝
い
、
１
９

３
４
年
10
月
、
著
作
権
侵
害
で
鶴
三
と
出
版
社
を
相
手
取
っ
て
東
京
地

裁
に
告
訴
。
文
壇
、
画
壇
を
巻
き
込
む
論
争
へ
と
発
展
し
た
。

　

介
山
が
、
翌
35
年
12
月
に
告
訴
を
取
り
下
げ
た
こ
と
で
論
争
は
収
束
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し
、
小
説
に
従
属
す
る
空
気
が
支
配
的
だ
っ
た
挿
絵
の
地
位
は
こ
れ
を

契
機
に
、
小
説
と
次
第
に
肩
を
並
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
墨
で
達

筆
を
ふ
る
っ
た
介
山
の
書
簡
か
ら
は
そ
ん
な
時
代
の
熱
気
ま
で
伝
わ
っ

て
く
る
よ
う
だ
（
７
）

。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
と

0

0

こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
〝
小
説
の
挿
絵
〟
の
著
作
権
を
め

ぐ
る
当
時
の
情
勢
・
認
識
や
、
そ
れ
ら
に
も
関
わ
る
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル
が
蓄
積

さ
れ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
（
８
）

。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
『
大
菩
薩
峠
』
以
前

に
ま
で
遡
っ
て
二
人
の
関
係
に
光
を
当
て
、「
通
俗
的
な
読
み
物
と
い
っ
た
次
元

を
脱
却
し
て
い
な
い
（
９
）

」
な
ど
と
評
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
中
里
介
山
「
小
野
の
小
町
」
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
連
載
時
に
お
け
る
、

小
説
家
と
挿
絵
画
家
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
そ
の
時
期
の
良
好
だ
っ
た
関
係

を
検
証
し
て
い
き
た
い
。
何
よ
り
、
両
者
の
良
好
な
関
係
な
く
し
て
、『
大
菩
薩

峠
』
で
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
あ
り
得
な
か
っ
た
は
ず
な
の
だ
か
ら
。

　
　
　
二
、『
婦
人
之
友
』
を
め
ぐ
る
石
井
鶴
三
／
中
里
介
山

　

二
人
の
具
体
的
な
接
点
─
─
中
里
介
山
「
長
編
小
説　

小
野
の
小
町
」（『
婦

人
之
友
』
一
九
二
二
・
一
～
一
二
、
全
一
二
回
）
に
、
石
井
鶴
三
は
挿
絵
一
二

点
、
挿
画
カ
ッ
ト
一
二
点
を
寄
せ
て
い
る
。
ま
た
、
連
載
開
始
に
先
立
つ
社
告

「
明
年
よ
り
の
『
婦
人
之
友
』」（『
婦
人
之
友
』
一
九
二
一
・
一
二
）
で
は
、「
長

篇
小
説
三
篇
」
と
し
て
、
田
山
花
袋
「
娘
達
」・
加
藤
武
雄
「
久
遠
の
像
」
と

並
ん
で
中
里
介
山
「
小
野
の
小
町
」
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
次
の
よ

う
な
文
章
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。

絶
世
の
美
人
と
う
た
は
れ
た
小
野
小
町
は
何
ん
な
一
生
を
送
つ
た
人
で

あ
ら
う
か
？　

た
ゞ
美
人
と
い
ふ
だ
け
で
外
に
は
何
も
分
ら
な
い
や
う

に
思
は
れ
て
ゐ
る
の
は
小
野
小
町
で
す
。
歴
史
小
説
の
飛
将
中
里
介
山
氏

が
、
自
ら
発
見
し
た
る
史
実
に
潤
色
を
加
へ
、
小
町
の
生
立
ち
か
ら
そ

の
周
囲
、
信
仰
、
恋
愛
等
、
一
代
の
経
歴
を
面
白
い
物
語
と
し
て
書
か

れ
た
も
の
を
、
本
誌
新
年
号
か
ら
連
載
し
ま
す
。
こ
れ
亦
決
し
て
他
に
見

ら
れ
な
い
本
誌
の
一
異
彩
だ
ら
う
と
信
じ
ま
す
。

　

ち
な
み
に
同
作
は
、
四
度
、
単
行
本
化
さ
れ
て
い
る
。
初
刊
単
行
本
『
歴
史

小
説　

小
野
の
小
町
』（
總
文
館
、
一
九
二
三
）
で
は
、
巻
頭
に
三
葉
の
挿
絵

が
各
一
ペ
ー
ジ
大
で
添
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
石
井
鶴
三
に
よ
る
初
出

時
挿
絵
（
五
月
号
・
六
月
号
・
一
一
月
号
）
の
再
掲
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
遊
行
女
」・「
星
ヶ
城
夜
話
」・「
愛
染
明
王
」・「
小
野
の
小
町
」
の
四

編
が
収
め
ら
れ
た
短
編
集
で
あ
る
『
遊
行
女
』（
春
秋
社
、
一
九
三
〇
）
に
挿

絵
は
添
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
、
大
菩
薩
刊
行
会
か
ら
「
小
野
小
町
」
単

独
で
単
行
本
化
さ
れ
た
『
小
野
小
町
』（
大
菩
薩
刊
行
会
、
一
九
三
三
）
で
は
、

『婦人之友』6月号挿絵
© Keibunsha, Ltd. 2015/JAA1500047
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巻
頭
に
一
枚
挿
絵
が
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、
初
出
時
の
絵
と
は
異
な
り
ク
レ
ジ

ッ
ト
も
な
い
た
め
、
誰
の
手
に
な
る
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
戦
後
、
中
里
介

山
の
死
後
に
も
、『
小
野
小
町
』（
隣
人
社
、
一
九
四
九
）
が
刊
行
さ
れ
て
お
り

（
著
作
権
者
と
し
て
は
中
里
幸
作
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
）、
こ
ち
ら
に
も

挿
絵
は
添
え
ら
れ
て
い
な
い
（
装
幀
は
小
坂
行
人
）。

　

話
題
を
初
出
誌
に
戻
し
て
、
中
里
介
山
、
石
井
鶴
三
と
も
に
関
わ
り
の
あ
っ

た
『
婦
人
之
友
』（
明
治
四
一
年
創
刊
、
婦
人
之
友
社
発
行
、
羽
仁
吉
一
・ 

羽
仁

も
と
子
編
集
）に
つ
い
て
、
基
礎
事
項
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。『
日
本
近
代
文
学

大
事
典
』「
婦
人
之
友
」（
田
中
夏
美
執
筆
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て

い
る
。創

刊
か
ら
現
在
ま
で
継
続
し
て
発
行
さ
れ
た
婦
人
雑
誌
と
し
て
は
最
長

の
歴
史
を
持
ち
、
主
と
し
て
中
流
の
家
庭
婦
人
を
対
象
に
、
生
活
に
根

ざ
し
た
婦
人
の
人
間
的
自
覚
を
求
め
「
生
活
即
教
育
」
の
標
語
の
も
と
に

婦
人
解
放
に
啓
蒙
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
明
確
な
政
治
的
主
張
は
な
か

っ
た
が
、
羽
仁
も
と
子
の
キ
リ
ス
ト
教
的
自
由
主
義
に
も
と
づ
く
健
全

な
人
生
観
、
社
会
観
を
基
調
に
し
た
編
集
方
針
で
長
期
の
刊
行
に
た
え

る
雑
誌
の
基
礎
を
固
め
た（

（1
（

。

　

ま
た
、
竹
田
喜
美
子
・
加
藤
久
絵
は
、 『
婦
人
之
友
』
の
特
色
を
以
下
四
点
に

ま
と
め
て
い
る
。

１
、
創
刊
者
羽
仁
も
と
子
が
半
世
紀
に
わ
た
り
自
ら
主
宰
し
て
き
た
こ

と
。

２
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
（
自
由
・
協
力
・
愛
）
に
基
づ
い
た
生
活
思
想
を

堅
持
し
て
権
勢
に
も
世
俗
に
も
屈
せ
ず
、
独
自
の
主
張
を
貫
き
通
し

た
こ
と
。

３
、
同
じ
思
想
に
基
づ
き
自
由
学
園
を
１
９
２
１
（
大
正
10
）
年
に
創
設

し
、
日
本
の
教
育
界
に
生
活
教
育
と
い
う
独
自
の
境
地
を
根
付
か
せ

た
こ
と
。

４
、
全
国
に
「
婦
人
之
友
」
の
愛
読
者
の
集
ま
り
で
あ
る
「
友
の
会
」
を

１
９
３
０
（
昭
５
）
年
に
組
織
し
、
継
続
的
な
読
者
と
の
協
同
に
よ
っ

て
、
独
自
の
家
庭
生
活
合
理
化
運
動
を
進
め
た
こ
と（

（1
（

。

　

こ
う
し
た
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
田
中
穣
が
指
摘
す
る
通
り「「
婦

人
之
友
」
は
、
女
性
雑
誌
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
思
想
・
文
化
・
生
活
ま
で

の
広
範
囲
の
情
報
を
、
品
位
と
美
を
備
え
た
視
点
か
ら
総
合
的
に
集
め
た
編
集

を
し
つ
づ
け
た
」
雑
誌
な
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
「「
白
樺
」
と
、
極
め
て
よ

く
似
て
い
る
」、
つ
ま
り
は
「
文
学
性
（
芸
術
性
と
い
っ
て
も
よ
い
）」
を
も
ち

あ
わ
せ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
雑
誌
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る（

（1
（

。

　
　
　
　
　

＊

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
『
婦
人
之
友
』
と
石
井
鶴
三
の
、
ご
く
初
期
の
関
わ
り

を
示
す
も
の
と
し
て
、
信
大
蔵
「
石
井
鶴
三
関
連
資
料
」
か
ら
は
、『
婦
人
之
友
』

社
・
羽
仁
吉
一
か
ら
の
払
出
通
知
表
の
入
っ
た
書
簡
二
通
（［
書
１
─
８
７
］）

が
み
つ
か
っ
て
い
る
。
一
通
は
一
九
三
〇
年
の
も
の
な
の
だ
が（

（1
（

、
も
う
一
通
は

一
九
二
一
年
と
き
わ
め
て
早
い
時
期
の
も
の
で
特
に
注
目
さ
れ
る
。
通
信
事
務

の
書
簡
は
、
宛
先
が
「
板
橋
町
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」
で
、
消
印
は
な

い
。
差
出
人
は
、
東
京
府
池
袋
郵
便
局
（
封
筒
表
下
部
に
印
刷
）
で
あ
る
。
内

容
物
は
払
出
通
知
表
で
、
口
座
番
号
と
加
入
者
住
所
氏
名
の
行
に
ま
た
が
る
よ

う
に
「
東
京
一
一
六
〇
〇
番
／
東
京
府
高
田
町
雑
司
ヶ
谷
上
リ
屋
敷
一
一
四
八

／
婦
人
之
友
社　

羽
仁
吉
一
」
と
い
う
社
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
金
額
は
「
六

円
也
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
口
座
所
管
願
日
附
印
の
欄
に
捺
さ
れ
た
円
形
印
に
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は
「
10
・
11
・
30
」
の
日
付
け
が
読
み
と
れ
る
。
以
上
か
ら
、
右
の
払
出
通
知

表
が
、
以
下
に
述
べ
る
、
一
九
二
一
年
に
鶴
三
が
書
い
た
童
話
挿
画
へ
の
執
筆

料
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

石
井
鶴
三
の
名
前
が
『
婦
人
之
友
』
に
数
多
く
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

「
小
野
の
小
町
」
連
載
の
前
年
（
一
九
二
一
）
か
ら
で
、
童
話
の
装
画
家
と
し
て

で
あ
る
。
島
崎
藤
村
「
幸
福
」（
一
月
号
）
に
四
点
、
秋
田
雨
雀
「
鳳
輦
と
小
鳥

の
糞
」（
二
月
号
）
に
六
点
、
相
馬
泰
三
「
鐘
と
水
と
灰
」（
三
月
号
）
に
七
点
、

小
川
未
明
「
笑
は
な
い
娘
」（
四
月
号
）
に
七
点
、
中
村
星
湖
「
み
を
か
せ
だ
ぬ

き
」（
五
月
号
）
に
五
点
、
佐
々
木
指
月
「
乳
色
の
里
」（
六
月
号
）
に
八
点
、
野

上
彌
生
子
「
龍
宮
へ
行
っ
た
娘
の
話
」（
七
月
号
）
に
八
点
、
上
司
小
剣
「
小
さ

な
籠
つ
く
り
」（
八
月
号
）
に
六
点
、
小
川
未
明
「
石
を
の
せ
た
車
」（
九
月
号
）

に
九
点
、
翌
一
九
二
一
年
に
は
い
っ
て
野
上
彌
生
子
「
お
婆
さ
ん
と
小
豚
」（
一

月
号
）
に
一
点
の
、
そ
れ
ぞ
れ
挿
画
を
執
筆
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
そ
れ
と
は

別
に
鶴
三
は
、「
迷
信
」（
四
月
号
）・「
幕
間
」（
七
月
号
）・「
や
り
水
」（
九
月

号
） ・ 「
夕
陽
」（
一
一
月
号
）
と
題
す
る
口
絵
や
画
を
寄
せ
て
も
い
る
。
こ
の

時
期
の
や
り
と
り
が
う
か
が
え
る
資
料
と
し
て
、
次
の
葉
書
が
あ
る
。

１
、
石
井
鶴
三
宛
安
田
書
簡
（
仮
番
号
［
書
７
─
１
１
２
０
］）

　

書
簡
本
文
の
翻
字
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

拝お
忙
し
い
と
こ
ろ
を
度
々
御
足
労
を
か
け

ま
し
て
何
と
も
恐
れ
入
り
ま
し
た
。
さ
し
ゑ

の
御
揮
毫
た
し
か
に
拝
受
、
御
蔭
で
極

め
て
都
合
よ
く
参
り
ま
す
、
先
は
取
急
ぎ
御

礼
ま
で　

拝
具

　

宛
先
は
、「
板
橋
町
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」、
消
印
の
日
付
は
大
正
一

〇
年
五
月
六
日
、
午
前
八
時
か
ら
一
〇
時
で
あ
る
（
地
名
は
読
み
と
れ
な
い
）。

差
出
人
は
、「
婦
人
之
友
社
内
／
安
田
生
」
と
あ
り
、
上
部
に
「
五
日
夜
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。「
度
々
御
足
労
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、
右
の
童
話
挿
絵
に
関
す
る

打
ち
合
わ
せ
な
ど
で
、
鶴
三
が
何
度
か
婦
人
之
友
社
に
出
向
い
て
い
た
の
だ
ろ

う
。
そ
の
間
に
、
挿
絵
の
依
頼
が
あ
り
、
完
成
し
た
挿
絵
を
渡
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
と
き
の
挿
絵
は
、
日
付
か
ら
「
乳
色
の
里
」（
掲
載
誌
奥
付
に
は

「
大
正
十
年
五
月
二
十
日
印
刷
納
本
」
と
あ
る
）
の
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
後
も
鶴
三
は
、『
婦
人
之
友
』
に
挿
絵･

装
画
の
他
、
エ
ッ
セ
イ
な
ど
の

執
筆
も
し
、
一
九
二
六
年
か
ら
は
、
吉
田
白
嶺
（
一
八
七
二
～
一
九
四
二
、
彫

刻
家
）
ら
と
と
も
に
自
由
学
園
美
術
教
師
と
な
り
、
塑
像
を
教
え
る
（
一
九
三

七
年
ま
で
）
こ
と
に
な
り
、
婦
人
之
友
社
と
は
深
い
関
わ
り
を
も
つ
こ
と
に
な

っ
て
い
く（

（1
（

。

　
　
　
　
　

＊

　

一
方
の
中
里
介
山
は
、 「
淀
君
」（『
婦
人
之
友
』
一
九
一
六 

・
一
～
一
二
）
が

『
婦
人
之
友
』
に
作
品
を
掲
載
し
た
は
じ
め
で
、
そ
の
次
が
一
九
二
二
年
の
「
小

野
の
小
町
」
と
な
る
。「
小
野
の
小
町
」
連
載
終
了
後
、
翌
年
か
ら
は
「
義
朝
の

子
」（『
婦
人
之
友
』
一
九
二
三
・
一
～
三
、
五
～
七
、
九
）
を
連
載
し
て
お
り
、

こ
の
時
に
も
石
井
鶴
三
が
挿
絵
と
タ
イ
ト
ル
カ
ッ
ト
、
各
七
点
を
寄
せ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
み
て
く
れ
ば
、
鶴
三
、
介
山
が
と
も
に
関
わ
り
の
あ
っ
た
『
婦

人
之
友
』
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
が
、
二
人
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
さ
せ
る

土
壌
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
こ
で
、
中
里
介
山
「
小
野
の
小
町
」
に
つ
い
て
基
礎
事
項
を
ま
と
め
て
お

き
た
い
。

　

す
で
に
紹
介
し
た
「
小
野
の
小
町
」
を
め
ぐ
る
単
行
本
に
は
、
戦
後
版
を
の
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ぞ
い
て
、
い
ず
れ
も
中
里
介
山
に
よ
る
自
作
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、

そ
れ
ら
を
通
覧
し
、
作
者
自
身
の
ね
ら
い
を
確
認
し
て
お
こ
う
。『
歴
史
小
説　

小
野
の
小
町
』（
一
九
二
三
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
「
緒
言
」
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
小
説
は
小
野
の
小
町
に
就
て
の
古
来
の
伝
説
と
史
実
と
を
消
化
し

て
、
そ
の
心
理
的
実
在
に
力
を
籠
め
て
ゐ
る
。
小
町
の
名
を
知
る
者
が
彼

女
の
心
を
知
ら
な
い
。
天
下
第
一
等
の
美
人
と
し
て
、
古
今
有
数
の
歌
人

と
し
て
の
小
町
。
天
分
に
於
て
最
も
恵
ま
れ
た
も
の
が
、
結
局
最
も
不
幸

な
人
間
的
生
涯
を
終
へ
た
こ
と
の
高
調
な
ア
イ
ロ
ニ
ー
は
此
の
小
説
が

説
明
し
得
る
と
思
ふ
。

古
来
の
史
実
と
伝
説
の
外
、
近
頃
で
は
黒
岩
周
六
氏
の
「
小
野
小
町
論
」
に
負

ふ
処
が
多
い
こ
と
を
特
に
附
記
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

	

大
正
十
一
年
の
暮

	

武
州
高
雄
山
妙
音
谷
艸
庵
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

著　

者

　

つ
づ
い
て
、『
遊
行
女
』（
一
九
三
〇
）
の
「
序
」
で
、「
史
実
及
び
伝
説
等
の
渉

猟
に
至
つ
て
は
、
い
づ
れ
も
、
相
当
に
ゆ
る
が
せ
に
は
し
な
か
つ
た
つ
も
り
で

あ
る
」
と
い
う
介
山
は
、
収
録
作
品
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
自
負
を
語
っ
て
い
る
。

「
小
野
小
町
」
に
つ
い
て
は
、「「
小
野
小
町
」
の
う
ち
深
草
の
少
将
を
深
草
の
帝

と
見
た
の
は
黒
岩
氏
の
前
人
未
発
の
卓
見
で
あ
る
が
、
小
町
の
生
活
を
か
う
い

ふ
風
に
心
理
的
に
見
た
作
物
は
本
著
以
前
に
無
か
つ
た
と
は
云
へ
る
」
と
、
そ

の
特
異
点
を
強
調
し
て
い
る
。

　

大
菩
薩
刊
行
会
版
『
小
野
小
町
』（
一
九
三
三
）
に
付
さ
れ
て
い
る
「
序
」
も
、

以
下
に
全
文
引
い
て
お
く
。

「
小
野
小
町
」
は
天
下
第
一
等
の
才
貌
を
恵
ま
れ
た
る
人
が
、
何
故
に
最

も
不
幸
な
る
生
涯
を
終
り
し
か
の
消
息
を
写
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
深

草
の
少
将
を
深
草
の
帝
と
解
釈
し
た
の
は
黒
岩
周
六
氏
の
卓
見
に
依
り
、

尚
幾
多
の
諸
書
を
参
考
に
し
て
ゐ
る
、
小
町
を
主
材
に
し
た
作
物
は
古

来
少
く
は
な
い
が
、
斯
う
い
ふ
風
に
心
理
的
に
う
つ
し
た
も
の
は
本
書

を
最
初
の
も
の
と
見
て
差
支
あ
る
ま
い
、
こ
れ
は
、
一
度
単
行
本
と
し

て
出
し
、
そ
の
後
「
遊
行
女
」
と
題
す
る
一
冊
の
う
ち
へ
抱
容
し
た
が
、

こ
ん
ど
又
分
冊
し
て
、
大
菩
薩
峠
刊
行
会
よ
り
発
行
す
る
こ
と
に
な
つ

た
も
の
で
あ
る
。

　
　

昭
和
八
年
盛
夏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

著　
　

者

　

総
じ
て
、
重
要
な
示
唆
を
受
け
た
先
行
作
品
と
し
て
黒
岩
涙
香
『
小
野
小
町

論
』
を
あ
げ
な
が
ら
、
介
山
は
小
町
の
真
実
‐
心
理
に
迫
っ
た
筆
致
を
、
自
作

の
ユ
ニ
ー
ク
な
特
徴
と
し
て
再
三
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
介
山
が
ふ
れ
て
い
る
黒
岩
涙
香
『
小
野
小
町
論
』（『
淑
女
か
ゞ
み
』 ・

『
婦
人
評
論
』
一
九
一
二 

・ 

九
～
一
九
一
三
・
四
→
朝
報
社
、
一
九
一
三
）
に

つ
い
て
は
、「
涙
香
の
小
町
論
は
、
小
町
の
歌
を
男
性
を
拒
否
す
る
歌
と
解
釈
す

る
と
こ
ろ
に
根
拠
を
置
い
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
錦
仁
に
よ
っ
て
、「
小
町
は
、

男
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
拒
否
し
、
貞
操
を
堅
く
守
っ
た
。
美
人
で
あ
り
才さ
い
え
ん媛
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
道
徳
・
貞
操
観
念
が
強
か
っ
た
」
と
、
そ
の
小
町
像
が
ま
と

め
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
う
し
た
特
徴
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
の
が
、『
小
野
小
町

論
』
結
末
に
置
か
れ
た
次
の
一
節
で
あ
る
。

小
町
の
生
涯
は
、
今
よ
り
見
れ
ば
必
ず
し
も
実
な
ら
ぬ
花
で
は
有
り
ま
せ

ん
、
一
夫
に
だ
も
見
え
ざ
る
真
の
貞
操
の
心
を
以
て
千
古
の
淑
媛
と
云
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ふ
活
き
た
手
本
を
不
朽
に
伝
へ
得
た
事
は
、
或
意
味
に
於
て
実
に
大
な

る
実
を
結
ん
だ
の
で
あ
り
ま
す（

（1
（

、

　

た
だ
し
、
有
元
伸
子
に
「
深
草
少
将
を
深
草
の
帝
と
解
釈
す
る
点
は
、
介
山

自
身
も
解
説
す
る
よ
う
に
涙
香
論
を
引
き
継
い
で
い
る
が
、
小
町
の
描
き
方

自
体
は
、
涙
香
や
芥
川
と
は
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
後
述
す
る
三
枝

和
子
の
小
町
像
と
通
ず
る
も
の
が
あ
る
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
近
代
文
学
史

に
お
け
る
小
町
の
系
譜
を
、
そ
の
差
異
／
同
一
性
か
ら
た
ど
る
こ
と
は
本
稿

の
域
を
こ
え
る
が
、
介
山
の
「
小
野
の
小
町
」
を
「
幻
想
的
な
趣
向
も
こ
ら
し

た
歴
史
小
説
」
と
も
評
す
る
有
元
は
、
そ
の
特
徴
を
「
平
安
初
期
に
実
在
し
た

小
町
を
歴
史
的
に
復
原
し
よ
う
と
す
る
の
と
同
時
に
、
後
世
に
流
布
し
た
小

町
説
話
を
も
で
き
る
だ
け
取
り
込
む
、
と
い
う
欲
張
っ
た
試
み
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
」
に
み
て
い
る（

（1
（

。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
小
野
の
小
町
」
と
は
、
介
山
が
か
な
り
の
意
欲
と
自
信
を

も
っ
て
書
き
、
四
度
も
単
行
本
化
さ
れ
た
作
品
な
の
で
あ
り
、
一
九
二
二
年

に
お
け
る
『
婦
人
之
友
』
連
載
は
挿
絵
画
家
・
石
井
鶴
三
と
の
出
会
い
と
い
う

意
味
で
も
、
双
方
に
と
っ
て
重
要
な
モ
メ
ン
ト
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
三
、
信
州
大
学
所
蔵
「
小
野
の
小
町
」
関
連
書
簡

　

本
節
で
は
、
信
大
蔵
「
石
井
鶴
三
関
連
資
料
」
か
ら
、「
小
野
の
小
町
」
連
載

に
関
わ
る
書
簡
を
紹
介
し
な
が
ら
、
そ
の
前
後
の
事
情
を
補
足
す
る
こ
と
で
、

雑
誌
編
集
／
挿
絵
執
筆
の
楽
屋
裏
を
探
っ
て
い
き
た
い
。
ま
ず
は
、
簡
潔
な
事

務
連
絡
と
思
わ
れ
る
葉
書
か
ら
み
て
い
こ
う
。　

２
、
石
井
鶴
三
宛
婦
人
之
友
社
編
輯
局
書
簡
（
仮
番
号
［
書
１
─
１
１
０
］）

　

書
簡
本
文
の
翻
字
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

拝
復

小
町
さ
し
ゑ
あ
り
が
た
く
存
じ

ま
し
た
。

取
あ
へ
ず
お
礼
ま
で
。

　

十
月
十
三
日

　

宛
先
は「
府
下
板
橋
町
中
丸
／
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」、
消
印
の
日
付
け
は

大
正
一
一
年
一
〇
月
一
四
日
、
地
名
は
小
石
川
で
あ
る
（
時
間
は
読
み
と
れ
な

い
）。
差
出
人
は
紫
色
の
社
印
で「
東
京
雑
司
ヶ
谷
上
リ
屋
敷
／
婦
人
之
友
社
編

輯
局
／
電
話
番
号　

五
二
五
八
番
／
五
六
九
八
番
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

内
容
は
、「
小
野
の
小
町
」
挿
絵
を
受
け
と
っ
た
と
い
う
連
絡
状
な
の
だ
が
、

日
付
け
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
、
雑
誌
制
作
と
挿
絵
執
筆
を
め
ぐ
る
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
鶴
三
サ
イ
ド
の
資
料
が
な
い
の

で
、
い
つ
書
き
は
じ
め
て
送
っ
た
も
の
か
は
不
分
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
右
の
挿

絵
を
掲
載
し
た
と
思
わ
れ
る
『
婦
人
之
友
』
一
一
月
号
の
奥
付
に
は
「
大
正
十

一
年
十
月
二
十
五
日
印
刷
納
本
」
と
あ
る
か
ら
、
印
刷
の
一
〇
日
ほ
ど
前
に
は
、

編
集
局
に
届
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

３
、
石
井
鶴
三
宛
河
井
酔
茗
書
簡
（
仮
番
号
［
書
７
─
１
１
１
５
］）

　

書
簡
本
文
の
翻
字
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

拝
啓

お
ハ
ガ
キ
あ
り
が
た
く
存
じ
候
、
ス
ケ
ツ
チ
是
非
頂

き
た
く
候
、
目
下
の
と
こ
ろ
手
も
と
に
あ
る
分
は
、
日
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野
春
、
同
日
（
織
田
）、
榛
名
、
碓
氷
（
坂
も
と
）
だ

け
に
候
、
何
卒
二
枚
ば
か
り
何
処
に
て
も
よ
ろ
し

く
御
執
筆
下
さ
れ
度
候
、
十
四
日
ま
で
に
表

記
へ
お
と
ゞ
け
下
さ
れ
度
候　

な
る
べ
く
石
版
8

8

に
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
版
ま
た
は
凸
版

　

宛
先
は「
市
外
／
板
橋
、
字
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」、
消
印
の
日
付
は

大
正
一
一
年
四
月
一
〇
日
、
午
後
四
～
五
時
、
地
名
は
小
石
川
で
あ
る
。
差
出

人
は
「
市
外
、
雑
司
ヶ
谷
／
千
百
四
十
四
／
河
井
酔
茗
」、
上
部
に
「
十
日
午

前
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

  

こ
の
書
簡
は
、
前
年
か
ら
鶴
三
が
『
婦
人
之
友
』
に
書
い
て
い
た
ス
ケ
ッ
チ

（
挿
画
）
執
筆
の
依
頼
状
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
鶴
三
は
「
小
野
の
小
町
」
の
挿

画
と
並
行
し
て
ス
ケ
ッ
チ
も
描
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
二
行
目
に
あ
る
、
鶴
三

発
葉
書
の
内
容
は
不
明
だ
が
、
文
面
か
ら
は
ス
ケ
ッ
チ
執
筆
を
引
き
受
け
る
旨

の
も
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
編
集
サ
イ
ド
と
し
て
は
、
他
の
画
家
に
も
依
頼
し

て
い
た
ス
ケ
ッ
チ
の
ス
ト
ッ
ク
が
減
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
事
情
を
う
け
て
、

五
日
ほ
ど
で
二
枚
の
執
筆
を
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、
印
刷
方
法
に
つ
い
て
も

情
報
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
鶴
三
が
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
構
想
を
練
る
、

と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

次
の
葉
書
は
、「
小
野
の
小
町
」
挿
絵
と
ス
ケ
ッ
チ
の
両
方
に
言
及
し
た
、
や

は
り
河
井
酔
茗
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

４
、
石
井
鶴
三
宛
河
井
酔
茗
書
簡
（
仮
番
号
［
書
７
─
１
１
１
７
］）

　

書
簡
本
文
の
翻
字
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

拝
啓

此
間
は
失
礼
、
別
封
で
小
町
の
校
正
刷
を

送
り
ま
し
た
、
画
を
お
ね
が
ひ
い
た
し
ま
す

五
日
ま
で
に
頂
き
た
い
と
お
も
ひ
ま
す
、
六
日
に

私
の
方
か
ら
使
ひ
を
差
上
ま
す
、
何
う
か
お
渡
し

下
さ
い
ま
す
や
う
に
ね
が
ひ
ま
す

　

ス
ケ
ツ
チ
の
方
は
本
月
中
に
自
宅
（
雑
司
ヶ
谷
千
百

　

四
十
四
）
の
方
へ
御
郵
送
ね
が
ひ
ま
す

　

宛
先
は「
市
外
／
板
橋
町
中
丸
六
十
六
／
石
井
鶴
三
様
」、
消
印
の
日
付
は
大

正
一
一
年
四
月
二
八
日
、
午
後
七
～
八
時
、
地
名
は
小
石
川
で
あ
る
。
差
出
人

は
、
紫
色
の
社
印
で
「
東
京
雑
司
ヶ
谷
上
リ
屋
敷
／
婦
人
之
友
社
編
輯
局
／
電

話
番
号　

五
二
五
八
番
／
五
六
九
八
番
」
と
捺
さ
れ
、「
河
井
酔
茗
」
と
万
年
筆

で
添
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
部
に
は
、「
二
八
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

二
行
目
に
「
此
間
は
失
礼
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
間
、『
婦
人
之
友
』
サ
イ

ド
と
鶴
三
の
あ
い
だ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
や
り
と
り
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
従
っ
て
、
こ
の
書
簡
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
ス
ケ
ッ
チ
が
、
書
簡
［
書
７

─
１
１
１
５
］
で
話
題
と
さ
れ
て
い
た
も
の
と
同
一
か
ど
う
か
は
、
判
断
で
き

な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
挿
絵
と
カ
ッ
ト
を
並
行
し
て
依
頼
‐
執
筆
し
て
い
た

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

こ
の
書
簡
で
重
要
な
の
は
、
鶴
三
が「
小
野
の
小
町
」挿
絵
を
描
く
際
に
、
小

説
本
文
（
校
正
刷
）
を
読
ん
で
い
た
こ
と
と
、
一
週
間
程
度
と
い
う
具
体
的
な

挿
絵
執
筆
期
間
が
確
認
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
基
本
的
な
依
頼
‐
執
筆

の
サ
イ
ク
ル
だ
と
す
る
に
は
事
例
が
少
な
い
が
、
そ
の
よ
う
に
仮
定
す
る
な
ら

ば
、
月
末
に
校
正
刷
が
鶴
三
の
も
と
に
届
き
、
翌
月
上
旬
ま
で
に
描
き
あ
げ
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
月
に
よ
っ
て
前
後
す
る
こ
と
も
あ
っ
た

に
せ
よ
、
書
簡［
書
１
─
１
１
０
］と
も
整
合
性
が
と
れ
る
。
次
の
葉
書
も
、
右
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の
よ
う
に
推
測
し
た
サ
イ
ク
ル
の
傍
証
と
も
な
る
だ
ろ
う
。

５
、
石
井
鶴
三
宛
河
井
酔
茗
書
簡
（
仮
番
号
［
書
７
─
１
１
１
６
］）

　

書
簡
本
文
の
翻
字
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

拝
啓

先
日
は
失
礼
、
眼
が
お
わ
る
い
さ
う
で
す
が

お
大
事
に
な
さ
い
、
画
は
八
日
に
使
ひ
を
さ

し
上
ま
す
、
何
う
か
小
町
の
分
を
お
渡
し

下
さ
い

近
郊
の
ス
ケ
ツ
チ
は
若
し
お
出
来
に
な
つ
て
ゐ

ま
し
た
ら
お
渡
し
下
さ
い
、
お
ね
が
ひ
い
た
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
井
酔
茗

　

宛
先
は「
市
外
／
板
橋
町
、
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」、
消
印
の
日
付
け

は
大
正
一
一
年
五
月
六
日
、
地
名
は
小
石
川
で
あ
る
（
時
間
は
読
み
と
れ
な

い
）。
差
出
人
は
「
婦
人
之
友
社
／
河
井
酔
茗
」、
上
部
に
「
五
月
六
日
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
も
話
題
と
な
っ
て
い
る
「
小
野
の
小
町
」
挿
絵
に
つ
い
て
、「
使
ひ
」

が
上
旬
で
あ
る
「
八
日
」
に
と
り
に
い
く
と
い
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
前
月

末
に
校
正
刷
が
届
き
、
鶴
三
は
そ
れ
か
ら
挿
絵
を
執
筆
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
並
行
し
た
依
頼
し
て
い
た
ス
ケ
ッ
チ
に
つ
い
て
は
、「
小
野
の
小
町
」
挿

絵
と
の
間
に
、
明
確
な
優
先
順
位
が
、
は
か
ら
ず
も
示
さ
れ
て
い
る
。
他
の
執

筆
者
も
お
り
、
雑
誌
上
の
特
定
の
場
所
に
必
ず
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
ス

ケ
ッ
チ
に
つ
い
て
は
「
若
し
お
出
来
に
な
つ
て
ゐ
ま
し
た
ら
」
と
さ
れ
て
お
り
、

連
載
小
説
挿
絵
の
優
先
順
位
が
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
婦
人
之
友
社

と
す
れ
ば
は
当
然
の
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

　
「
眼
が
お
わ
る
い
さ
う
」と
い
う
こ
と
と
も
関
わ
る
の
だ
ろ
う
か
、
こ
の
月
は
、

先
に
推
定
し
た
サ
イ
ク
ル
に
比
し
て
、
や
や
遅
れ
気
味
の
日
程
で
挿
絵
を
描
い

て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

　

同
様
の
、
雑
誌
編
集
進
行
上
に
お
け
る
時
差
に
つ
い
て
は
、
次
の
葉
書
に
も

明
ら
か
で
あ
る
。

６
、
石
井
鶴
三
宛
河
井
酔
茗
書
簡
（
仮
番
号
［
書
７
─
９
１
４
］）

　

書
簡
本
文
の
翻
字
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

小
町
の
絵
あ
り
が
た
う
、
カ
ツ
ト
は
二

三
日
お
く
れ
て
も
よ
ろ
し
い
の
で
す
か
ら

郵
便
で
お
出
し
下
さ
い

雑
誌
は
途
中
ふ
ん
失
と
お
も
ひ
ま
す

今
日
改
め
て
一
冊
御
送
り
い
た
し
ま
す

　
　

十
一
日
午
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
井
酔
茗

　

宛
先
は「
市
外
／
板
橋
字
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」、
消
印
は
う
す
く
て

読
み
に
く
い
が
、「
七
月
一
一
日
、
午
後
一
〇
～
一
二
時
」、
地
名
は
小
石
川
と

あ
る
の
が
確
認
で
き
る
。
差
出
人
は
紫
色
の
社
印
で
「
東
京
雑
司
ヶ
谷
上
リ
屋

敷
／
婦
人
之
友
社
編
輯
局
／
電
話
番
号　

五
二
五
八
番
／
五
六
九
八
番
」
と
捺

さ
れ
、
上
部
に
は
「
七
月
一
一
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
も
、「
小
野
の
小
町
」
挿
絵
拝
受
の
連
絡
で
あ
り
、
先
の
書
簡
よ
り
も
さ

ら
に
遅
め
と
な
っ
て
い
る
が
、
月
の
上
旬
に
挿
絵
が
編
集
局
に
わ
た
り
、
そ
れ

か
ら
月
末
の
製
版
・
印
刷
を
へ
て
、
雑
誌
刊
行
と
い
う
サ
イ
ク
ル
自
体
は
守
ら
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れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
と
同
時
に
、
や
は
り
カ
ッ
ト
は
そ
れ
に
比
し
て
、「
二
三

日
」
遅
く
て
も
よ
い
と
い
う
連
絡
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
編
集
上
の
優
先
順
位

が
確
認
で
き
る
。

　

ま
た
、
鶴
三
の
挿
絵
掲
載
誌
が
届
か
ず
、
再
送
す
る
旨
も
あ
わ
せ
て
連
絡
さ

れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

＊

　

こ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
鶴
三
サ
イ
ド
に
日
記
等
の
資
料
が
な
い
た
め
、
厳

密
な
裏
付
け
を
と
っ
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
で
も
、
今
回
紹
介
し
た
六

通
の
書
簡
に
よ
っ
て
、「
小
野
の
小
町
」
連
載
時
期
の
、『
婦
人
之
友
』
編
集
や
挿

絵
執
筆
の
楽
屋
裏
の
輪
郭
は
明
ら
か
に
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
今
後

も
「
石
井
鶴
三
関
連
資
料
」
の
整
理
や
、
関
連
資
料
の
リ
サ
ー
チ
に
努
め
、
よ

り
具
体
的
な
か
た
ち
で
こ
の
間
の
事
情
が
明
ら
か
に
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
四
、
石
井
鶴
三
と
中
里
介
山
の
関
係

　

本
稿
「
一
、
は
じ
め
に
」
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
石
井
鶴
三
は
「
無
明
の
巻
」

か
ら
中
里
介
山
『
大
菩
薩
峠
』
の
挿
絵
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
作

品
自
体
は
そ
れ
に
先
だ
っ
て
、
一
九
一
三
年
九
月
一
二
日
か
ら
『
都
新
聞
』
紙

上
で
連
載
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
。
こ
こ
で
、
新
聞
・
雑
誌
で
の
連
載
に
際
し

て
関
わ
っ
て
き
た
挿
絵
画
家
を
あ
げ
て
み
る
な
ら
ば
、
井
川
洗
厓
、
石
井
鶴
三
、

金
森
観
陽
、
中
村
岳
陵
、
硲
伊
之
助
、
伊
東
深
水
、
矢
野
橋
村
と
い
っ
た
名
前

が
並
ぶ
こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
、
石
井
鶴
三
は
と
い
え
ば
、「
小
野
の
小
町
」
連
載
に
前
後
し
て
、
上
司

小
剣
『
東
京
（
愛
慾
編
）』（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二
一
・
二
・
二
〇
～
七
・

九
）
に
お
い
て
挿
絵
画
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
本
格
的
に
歩
み
は
じ
め
て
い

た（
（1
（

。
そ
の
上
で
の『
大
菩
薩
峠
』に
お
け
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
当

事
者
の
回
想
を
二
つ
み
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
、
石
井
鶴
三
「『
大
菩
薩
峠
』
挿

絵
を
描
い
た
頃
」
で
、
以
下
に
全
文
を
引
い
て
お
く
。

　

大
菩
薩
峠
挿
絵
は
、
私
が
所
謂
髷
物
と
称
す
る
、
時
代
物
挿
絵
を
描

い
た
最
初
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
幾
つ
か
挿
絵
は
描
い
た
が
皆
現
代
物
ば
か

り
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
髷
物
は
到
底
描
く
自
信
は
な
か
っ
た
の
で
、
新
聞

社
か
ら
此
挿
絵
を
頼
ま
れ
た
時
当
然
こ
と
わ
っ
た
。
然
る
に
頼
み
に
来
た

記
者
は
ひ
き
下
が
ら
な
い
で
、
私
が
描
け
な
い
と
云
う
に
、｢

い
や
あ
な

た
は
描
け
ま
す
す
よ
。
大
毎
東
日
と
云
え
ば
大
新
聞
で
す
よ
。
そ
の
大
新

聞
が
描
け
な
い
人
に
頼
み
に
来
ま
す
か
。
描
け
る
と
見
込
み
を
つ
け
た
か

ら
頼
む
の
で
す
よ
。｣

と
云
っ
た
。｢

そ
れ
で
は
一
つ
新
し
い
勉
強
を
す
る

つ
も
り
で
や
っ
て
見
ま
し
ょ
う
か｣

と
引
受
け
た
次
第
。
だ
か
ら
自
分
と

し
て
は
此
挿
絵
で
は
異
常
に
勉
強
し
た
も
の
で
あ
る
。
幕
末
時
代
に
就
い

て
全
く
泥
縄
的
の
勉
強
で
毎
日
挿
絵
を
描
い
て
行
っ
た
。
素
描
も
そ
れ
ま

で
の
洋
画
風
を
廃
し
て
和
紙
に
毛
筆
で
試
み
た
。
こ
う
い
う
わ
け
で
自
信

も
な
く
て
描
い
た
挿
絵
が
意
外
に
も
評
判
が
よ
か
っ
た
。
だ
が
自
分
と
し

て
は
汗
背
も
の
な
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

こ
こ
で
話
題
に
あ
が
っ
た
記
者
だ
と
考
え
ら
れ
る
新
妻
莞
は
、
こ
の
時
の

こ
と
に
つ
い
て
、「
挿
絵
事
件
」
の
中
心
と
も
な
っ
た
書
物
に
お
い
て
で
は
あ
る

け
れ
ど
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

　

顧
る
と
十
年
の
昔
、
ま
だ
高
尾
の
山
荘
に
居
ら
れ
た
中
里
介
山
氏
を

訪
う
て
、
小
説
『
大
菩
薩
峠
』
の
再
現
を
乞
ひ
、
大
阪
毎
日
・
東
京
日
日

両
紙
上
を
飾
る
こ
と
ゝ
し
た
そ
の
時
か
ら
、
私
は
作
家
中
里
氏
と
画
家
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石
井
氏
の
間
を
つ
な
ぐ
絆

き
づ
な
を
以
て
任
と
し
、
何
と
し
て
ゞ
も
、
両
氏
の

お
気
持
が
ピ
タ
リ
と
合
ひ
、
よ
り
よ
き
作
と
よ
り
よ
き
絵
を
世
に
提
供

し
得
る
や
う
と
、
そ
れ
を
唯
一
の
楽
み
に
最
善
を
尽
し
た
の
で
し
た
。
そ

こ
に
生
れ
た
小
説
『
大
菩
薩
峠
』
と
挿
画
『
大
菩
薩
峠
』
と
が
、
い
か
に

立
派
な
も
の
で
あ
る
か
は
、
こ
ゝ
に
私
が
喋
々
す
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
け
だ
し
中
里
氏
と
石
井
氏
は
舞
台
に
踊
る
優
人
で
あ
り
、
私
は
出
方

で
あ
り
、
楽
屋
の
走
り
使
で
あ
つ
た
の
で
す（

（2
（

。

　

こ
う
し
て
、
今
度
は
掲
載
紙
の
新
妻
莞
が
二
人
の
あ
い
だ
に
入
る
か
た
ち
で
、

挿
絵
史
上
の
エ
ポ
ッ
ク
・
メ
イ
キ
ン
グ
と
も
な
る
『
大
菩
薩
峠
』
が
成
立
し
て

い
く
の
だ
が
、
な
ぜ
石
井
鶴
三
に
白
羽
の
矢
が
建
て
ら
れ
た
の
か
は
わ
か
っ
て

い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
自
作
を
大
衆
小
説
一
般
か
ら
は
差
異
化
し
て
位
置
づ
け

よ
う
と
し
て
い
た
介
山
が
、
挿
絵
専
門
の
画
家
よ
り
本
画
家

0

0

0

を
望
ん
だ
こ
と
は

あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
、
尾
崎
秀
樹
は
（
可
能
性
を
含
め

て
）
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

　

画
家
の
人
選
に
つ
い
て
は
、
都
新
聞
以
来
の
コ
ン
ビ
で
あ
る
井
川
洗

厓
を
は
じ
め
、
永
田
錦
心
、
小
杉
未
醒
な
ど
の
名
前
が
あ
が
っ
た
が
、

最
終
的
に
は
石
井
鶴
三
に
き
ま
っ
た
。〔
略
〕介
山
も
石
井
鶴
三
の
画
業
に

注
目
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
の
線
で
ま
と
ま
り
、
翌
年
一
月
か
ら

の
連
載
開
始
と
な
る（

（2
（

。

　

本
稿
で
検
証
し
て
き
た
通
り
、『
大
菩
薩
峠
』
以
前
か
ら
中
里
介
山
は
、
自
身

の
小
説
が
石
井
鶴
三
の
挿
絵
に
よ
っ
て
彩
ら
れ
る
体
験
を
『
婦
人
之
友
』
誌
上

で
積
ん
で
き
て
い
る
。
鶴
三
挿
絵
に
対
す
る
直
接
の
批
評
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
も
の
の
、
中
里
介
山
が
石
井
鶴
三
（
の
挿
絵
）
を
高
く
評
価
し
て
い
た
と
こ

と
を
う
か
が
わ
わ
せ
る
書
簡
が
、
信
大
蔵
「
石
井
鶴
三
関
連
資
料
」
か
ら
一
通

発
見
さ
れ
て
い
る
。

７
、
石
井
鶴
三
宛
河
井
酔
茗
書
簡
（
仮
番
号
［
書
４
─
２
４
２
］）

　

書
簡
本
文
の
翻
字
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

拝
啓
、
本
日
は
わ
ざ
〳
〵
御
と
ゞ
け
下
さ
い
ま

し
て
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
、
頂
戴
に
あ
が
る
筈

で
し
た
に
恐
縮
で
す

大
変
に
お
も
し
ろ
い
画
で
け
つ
こ
う
で
し
た
。
中

里
氏
も
一
度
貴
方
に
お
目
に
か
ゝ
つ
て
話
し
た
い
と
い

ふ
事
で
し
た
。
若
し
御
序
に
お
た
づ
ね
下
さ
れ

ば
好
都
合
で
す
、
早
々

　

宛
先
は「
府
下
／
板
橋
町
字
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」、
消
印
の
日
付
は

三
月
一
四
日
、
地
名
は
京
橋
、
午
後
八
～
九
時
で
あ
る
。
差
出
人
は
「
婦
人
之

友
社
／
河
井
酔
茗
」、
上
部
に
「
十
四
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
消
印
の
年
次
は
、

十
の
位
が
「
一
」
で
あ
る
こ
と
は
確
認
で
き
る
の
だ
が
一
の
位
が
よ
み
と
れ
ず
、

本
文
に
も
記
載
が
な
い
た
め
に
、
未
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
し
、
差
出

人
や
文
面
か
ら
考
え
れ
ば
、「
小
野
の
小
町
」
や
「
義
朝
の
子
」
連
載
期
（
一
九

二
一
～
一
九
二
二
）
の
も
の
で
あ
る
と
み
て
、
ま
ず
間
違
い
な
い
だ
ろ
う（

（2
（

。

　

文
面
か
ら
直
接
確
認
で
き
る
の
は
、
編
集
者
が
鶴
三
の
挿
絵
を
高
く
評
価
し

て
い
た
こ
と
と
、
介
山
が
鶴
三
と
の
面
会
を
希
望
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
大

衆
文
学
に
関
す
る
発
言
な
ど
か
ら
推
測
さ
れ
る
介
山
の
性
格
を
考
慮
す
れ
ば
、

少
な
く
見
積
も
っ
て
も
挿
絵
に
一
定（
以
上
）の
評
価
を
し
て
い
な
け
れ
ば
、
面

会
を
希
望
す
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、『
婦
人
之
友
』
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誌
上
で
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
こ
う
し
た
信
頼
関
係
を
二
人
に
も
た
ら
し

た
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
土
壌
が
、『
大
菩
薩
峠
』
で
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

成
立
さ
せ
る
前
提
条
件
と
も
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
。
そ
れ
が
後
に
、
あ
る
い
は

そ
れSSSS

⑴		


寄
贈
の
経
緯
、
資
料
概
要
、
な
ら
び
に
こ
れ
ま
で
の
整
理

報
告
に
つ
い
て
は
、『
信
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究
』
創
刊
号
（
二
〇
一
二
・
三
）
所
収
の
各

論
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑵		

小
説
タ
イ
ト
ル
は
、
本
稿
が
『
婦
人
之
友
』
初
出
版
を
中
心
に
据
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
原
則
と
し
て
「
小
野
の
小
町
」
と
し
、
単
行
本
は
二
重
括
弧
に
入
れ
、
戦
後
の
も

の
は
『
小
野
小
町
』
と
表
記
す
る
。

⑶		

拙
論
「
石
井
鶴
三
宛
書
簡
の
整
理
を
は
じ
め
て
─
─
挿
絵
（
画
家
）
か
ら
近
代
文
学 

・ 

出
版
（
研
究
）
を
考
え
直
す
た
め
に
」（『
信
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究
』
二
〇
一
二 

・
三
）
参
照

⑷		

（
石
井
鶴
三
の
も
の
に
限
ら
ず
）『
大
菩
薩
峠
』
の
挿
絵
に
関
し
て
、
神
保
朋
世
「
大

菩
薩
峠
挿
絵
変
遷
史
話
」（『
文
芸
』
一
九
五
六
・
四
臨
時
増
刊
号
〔
中
里
介
山
大
菩
薩

峠
読
本
〕）、
渡
辺
圭
二
「「
大
菩
薩
峠
」
の
挿
絵
」（『
解
釈
と
観
賞
（
別
冊
）』
一
九
九

四
・
一
）
参
照
。

⑸		

鶴
三
挿
絵
へ
の
評
価
に
関
し
て
は
、
拙
論
「
挿
絵
画
家
・
石
井
鶴
三
と
そ
の
評
価
」

（
信
州
大
学
附
属
図
書
館
編
『「
時
代
小
説
作
家
と
挿
絵
画
家
・
石
井
鶴
三
」
展
・
資
料

集
』
信
州
大
学
附
属
図
書
館
、
二
〇
一
二
）
参
照
。

⑹		

井
川
洗
崖
・
石
井
鶴
三
・
岩
田
専
太
郎
・
木
村
荘
八
・
河
野
通
勢
・
小
杉
放
庵
・
名

取
春
仙
・
林
唯
一
・
宮
本
三
郎
・
須
藤
重
・
中
島
重
太
郎
／
牧
野
吉
晴
・
富
澤
有
為
男
・

花
岡
乾
太
郎
・
松
室
重
行
「
挿
絵
座
談
会
」（『
東
陽
』
一
九
三
六
・
九
）

⑺		

有
本
忠
治
「
文
化
と
い
う
劇
場　

中
里
介
山
の
書
簡
が
語
る
小
説
と
挿
絵
の
上
位
論

争
」（『
毎
日
新
聞
』
二
〇
〇
三
・
一
〇
・
五
）

⑻		

大
貫
伸
樹
「
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
だ
れ
の
も
の　

新
し
い
挿
絵
時
代
の
幕
を
開

け
た
石
井
鶴
三
『
大
菩
薩
峠
』
の
挿
絵
」（『
図
書
設
計
』
二
〇
〇
八
・
六
）、
紅
野
謙

介
「
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
誰
の
も
の
で
す
か
─
─
一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
に
お
け
る
検
閲

と
著
作
権
を
め
ぐ
っ
て
」（『
語
文
』
二
〇
一
〇
・
三
）
参
照

⑼		

松
本
健
一
『
中
里
介
山
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
八
）

⑽		

田
中
夏
美
「
婦
人
之
友
」（
日
本
近
代
文
学
館
編
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典　

第
五

巻
』
講
談
社
、
一
九
七
七
）

⑾		

竹
田
喜
美
子
・
加
藤
久
絵
「「
婦
人
之
友
」
に
み
る
生
活
改
善
運
動
（1919-1933

年
）
の
展
開
〈
そ
の
１
〉
─
─
中
流
階
級
の
暮
ら
し
に
与
え
た
影
響
─
─
」（『
学
苑
』

二
〇
〇
八
・
九
）

⑿		

田
中
穣
『
田
中
穣
が
見
た
羽
仁
吉
一
・
も
と
子
と
婦
人
之
友
社

100
年
』（
婦
人
之
友

社
、
二
〇
〇
三
）

⒀		

こ
ち
ら
も
『
婦
人
之
友
』
関
連
の
払
出
通
知
表
で
あ
る
。
差
出
人
は
東
京
府
板
橋
町

大
字
下
板
橋
三
、
二
七
九
番
地
／
板
橋
郵
便
局
」
で
、
消
印
の
日
付
け
は
昭
和
五
年
六

月
三
日
、
地
名
は
板
橋
、
時
間
は
午
前
九
時
～
一
二
時
で
あ
る
。
発
行
者
は
「
東
京
府

高
田
町
雑
司
ヶ
谷
上
リ
屋
敷
一
一
四
八
／
婦
人
之
友
社
／
羽
仁
吉
一
」
で
、
払
出
通
知

表
の
金
額
は
「
参
拾
円
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
口
座
番
号
・
加
入
者
住
所
氏
名
の
社
印

は
大
正
一
〇
年
の
も
の
と
同
一
）。

⒁		

鶴
三
と
自
由
学
園
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
出
口
智
之
「
高
村
光
太
郎
と
石
井
鶴
三

─
─ 

信
州
大
学
蔵
新
出
高
村
光
太
郎
書
翰
か
ら
」（『
信
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究
』
二

〇
一
二
・
三
）
も
参
照

⒂		

錦
仁
『
小
町
伝
説
の
誕
生
』（
角
川
書
店
、
二
〇
〇
四
）

⒃		

引
用
は
『
明
治
文
学
全
集
47
黒
岩
涙
香
集
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
）
に
よ
る
。

⒄		

有
元
伸
子
「
小
町
変
奏
─
─
近
代
文
学
に
み
る
小
野
小
町
像
の
継
承
と
展
開
─
─
」

（
山
根
巴
・
横
山
邦
治
編
『
近
代
文
学
の
形
成
と
展
開
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
八
）。
ち

な
み
に
、
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、
三
枝
和
子
『
小
野
小
町
「
吉
子
の
恋
」』

（
読
売
新
聞
社
、
一
九
九
二
）
で
あ
る
。

⒅		
こ
の
間
の
事
情
を
、
鶴
三
挿
絵
と
の
関
わ
り
か
ら
検
証
し
た
、
荒
井
真
理
亜
「
上
司

小
剣
『
東
京
』（
四
部
作
）
の
成
立
過
程
─
─
上
司
小
剣
宛
石
井
鶴
三
書
簡
の
紹
介
」

（『
日
本
近
代
文
学
館
年
誌　

資
料
探
索
』
二
〇
一
一
）
参
照
。

⒆		

石
井
鶴
三
「『
大
菩
薩
峠
』
挿
絵
を
描
い
た
頃
」（『
文
芸　

増
刊
号
「
美
術
読
本
」』
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一
九
五
五
・
一
一
／
引
用
は
『
石
井
鶴
三
全
集　

第
一
〇
巻
』
形
象
社
、
一
九
八
八
）

⒇		

新
妻
莞
「
序
に
代
へ
て
」（
石
井
鶴
三
『
石
井
鶴
三
挿
絵
集　

第
一
巻
』
光
大
社
、
一

九
三
四
）

�		

尾
崎
秀
樹
『
峠
の
人　

中
里
介
山
』（
新
潮
社
、
一
九
八
〇
）

�		

鶴
三 

・ 

介
山
の
対
面
と
し
て
確
実
に
確
認
で
き
る
の
は
、
石
井
鶴
三
「
大
菩
薩
峠

行
」（『
婦
人
之
友
』
一
九
二
六 

・ 

八
／
『
石
井
鶴
三
全
集　

第
三
巻
』
形
象
社
、
一
九

八
六
）
に
も
記
さ
れ
た
、
一
九
二
六
年
五
月
二
五
日
で
あ
る
。

※
本
稿
で
紹
介
し
た
鶴
三
宛
書
簡
の
翻
字
に
あ
た
っ
て
は
、
荒
井
真
理
亜
氏
・
髙
野
奈
保

氏
・
多
田
蔵
人
氏
・
出
口
智
之
氏
の
多
大
な
お
力
添
え
を
頂
き
ま
し
た
（
も
ち
ろ
ん
、

本
稿
の
文
責
は
松
本
に
あ
り
ま
す
）。
ま
た
、
資
料
整
理
に
際
し
て
は
、
折
井
匡
氏 

・ 

後
閑
壮
登
氏
を
は
じ
め
と
し
た
信
州
大
学
附
属
図
書
館
の
み
な
さ
ま
に
た
い
へ
ん
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
本
稿
は
、
信
州
大
学
・
平
成
24
年
度
若
手
研
究
者
萌
芽
研
究
支
援
事
業
（
研
究
課
題
名

「
挿
絵
著
作
権
を
め
ぐ
る
石
井
鶴
三
・
中
里
介
山
の
論
争
へ
の
新
視
点
─
信
州
大
学
受

贈
資
料
の
整
理
か
ら
」）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


